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楽しいな！
団子さし

楽しいな！
団子さし

（棚倉保育園
第２園舎）

（棚倉保育園
第２園舎）
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　12月定例会は、12月11日から13日の３日間の会期で開かれました。

　定例会では、専決処分の報告、条例の一部改正や廃止、補正予算などの議案

を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。

　総合体育館耐震補強改修事業は、耐震構造計算による大幅な工法変更が必要

となったことから、６億８，９０３万円の増額補正となり、工期についても25年

度完成となるため、繰越明許費の設定がされました。

大規模改修事業決まる大規模改修事業決まる
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◇
専
決
処
分
の
報
告

◎
棚
倉
幼
稚
園
園
舎
改
築
工
事

　
　
　
　
　
　
　

請
負
変
更
契
約

　

基
礎
工
事
に
お
け
る
地
盤
改
良

工
事
及
び
土
留
め
擁
壁
工
事
の
追

加
工
事
が
必
要
と
な
っ
た
た
め
、

変
更
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　　

３
億
７
，
７
４
８
万
２
５
０
円

◎
高
野
小
学
校
・
幼
稚
園
耐
震
補
強

　
　
　
　

改
修
工
事
請
負
変
更
契
約

　

校
舎
屋
上
の
防
水
工
事
及
び
屋

内
運
動
場
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

昇
降
装
置
の
交
換
な
ど
が
必
要
と

な
っ
た
た
め
、
変
更
契
約
を
締
結

し
ま
し
た
。

１
億
７
，２
８
４
万
６
，８
０
０
円

◇
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

の
一
部
改
正

　

本
町
職
員
の
給
与
水
準
が
、
国

家
公
務
員
の
給
与
を
１
０
０
と
し

た
場
合
の
給
与
水
準
の
指
数
を
上

回
っ
て
い
る
た
め
、
二
年
間
に
限

り
給
与
を
抑
制
す
る
条
例
の
改
正

で
す
。

◇
町
立
幼
稚
園
入
園
料
等
及
び

　

送
迎
バ
ス
使
用
料
に
関
す
る

　
　
　
　
　

条
例
の
一
部
改
正

　

棚
倉
幼
稚
園
園
舎
改
築
工
事
の

工
期
延
長
に
伴
い
、
送
迎
バ
ス
使

用
料
の
無
料
期
間
を
延
長
す
る
条

例
の
改
正
で
す
。

◇
肉
用
牛
特
別
導
入
事
業
基
金

　
　
　
　
　
　
　

条
例
の
廃
止

　

家
畜
導
入
事
業
資
金
供
給
事
業

の
終
了
に
伴
う
基
金
条
例
の
廃
止

で
す
。

◇
一
般
会
計
補
正
予
算
の

　
　
　
　
　
　
　
　

主
な
内
容

◎
震
災
復
興
基
金
積
立
金

　
　
　
　
　
　

４
，
７
９
０
万
円

　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
・

イ
メ
ー
ジ
回
復
支
援
市
町
村
交
付

金
を
震
災
復
興
基
金
へ
積
み
立
て

原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
被

っ
た
ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
の
低

下
、
差
別
な
ど
の
損
害
か
ら
回
復

を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
事
業
費

に
充
当
し
ま
す
。

◎
予
防
接
種
事
業
費

　
　
　
　
　
　
　
　

５
８
３
万
円

　

予
防
接
種
法
の
改
正
に
よ
り
、

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

が
中
止
さ
れ
、
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
導
入
さ
れ

ま
し
た
。　
　

　

こ
の
た
め
、
集
団
接
種
か
ら
個

別
接
種
に
切
り
替
わ
り
、
接
種
回

数
も
増
え
た
た
め
、
各
医
療
機
関

に
支
払
う
予
防
接
種
委
託
料
が
増

額
と
な
り
ま
す
。

◎
健
や
か
子
育
て
医
療
費

　
　
　
　
　
　

１
，
０
０
８
万
円

　

昨
年
十
月
一
日
か
ら
実
施
さ
れ

た
十
八
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

年
齢
の
拡
大
に
よ
っ
て
不
足
す
る

医
療
費
を
増
額
し
ま
す
。

◎
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行
事
業
費

　
　
　
　
　
　

３
，
９
０
３
万
円

　

障
害
者
自
立
支
援
法
の
改
正
に

よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
単
価
が
見
直
さ

れ
、
町
が
負
担
す
る
利
用
料
が
増

額
と
な
り
ま
す
。

議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

議
会
で
決
ま
っ
た
こ
と

棚倉町総合体育館耐震・棚倉町総合体育館耐震・
　

変
更
後
の
契
約
金
額

　

変
更
後
の
契
約
金
額

楽しくフラダンス体験（おひさまクラブ）
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（１万円未満切捨て）

（△は減額表示）

会　計　名 補　正　額 補正後の予算額

一 般 会 計 ７億6,168万円 80億52万円

特　

別　

会　

計

介 護 保 険 259万円 11億1,018万円

簡 易水道事業 △95万円 4,385万円

公共下水道事業 △378万円 3億4,641万円

農業集落排水事業 △321万円 6,163万円

霊 園整備事業 48万円 112万円

上
水
道
事
業
会
計

収 益 的 収 入 22万円 3億9,082万円

収 益 的 支 出 372万円 3億8,071万円

資 本 的 収 入 474万円 4,472万円

資 本 的 支 出 295 万円 1億 9,814 万円

12月補正予算の状況 ◇
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
特
例
交
付
金
を
介
護

保
険
財
政
安
定
化
基
金
へ
積
み
立
て
る
た
め

の
増
額
補
正
で
す
。

◇
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

原
子
力
災
害
に
伴
う
、
ろ
過
砂
取
り
替
え

事
業
の
確
定
に
よ
る
減
額
補
正
で
す
。

◇
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
泥
の

放
射
性
物
質
が
減
少
し
処
分
が
可
能
と
な
っ

た
た
め
、
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で
の
仮
置
き
場

工
事
費
な
ど
を
減
額
す
る
た
め
の
補
正
で
す
。

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

人
件
費
の
減
額
補
正
で
す
。

◇
霊
園
整
備
事
業
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

平
成
二
十
三
年
度
の
精
算
に
伴
う
、
維
持

管
理
費
の
増
額
補
正
で
す
。

◇
上
水
道
事
業
会
計

　
　
　
　
　
　
　

補
正
予
算
の
主
な
内
容

　

収
益
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
、
電

気
料
金
の
値
上
げ
に
伴
う
動
力
費
の
増
額
、

資
本
的
収
入
及
び
支
出
に
つ
い
て
は
、
石
綿

セ
メ
ン
ト
管
更
新
事
業
の
工
事
費
変
更
に
伴

う
増
額
補
正
で
す
。

◇
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
の

規
定
が
一
つ
の
条
文
に
統
合
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
委
員
の
選
任
等
に
関
す
る
規
定

が
条
例
に
委
任
さ
れ
、
今
ま
で
法
で
規
定
さ

れ
た
内
容
が
今
回
の
改
正
で
条
例
に
加
え
ら

れ
ま
し
た
。

◇
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
会
議
規
則

に
反
映
さ
れ
る
、
法
律
の
条
番
号
を
変
更
す

る
改
正
で
す
。

みなさんからの

陳　　情

件　　　　名 提　出　者

教育予算確保並びに

施設等の充実に関する陳情

棚倉中学校父母と教師の会

会長　江田　直人　外９名

議　

員　

発　

議
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問答

国
道
一
一
八
号
線
（
八
槻
地
内
）
の
町
の

対
応
は

住
民
の
要
望
は
県
に
要
望
し
て
い
る

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

古市  泰久  議員

問

答

ルネサンス棚倉の経営改善は

事業計画に反映させ運営している

　
　
　

町
長
の
監
督
権
行

使
に
つ
い
て
問
う
。

　

指
定
施
設
の
管
理
に
関

す
る
基
本
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。
こ
の
協
定
に
お

け
る
業
務
実
施
状
況
の
確

認
と
、
業
務
の
改
善
を
勧

告
で
き
る
こ
と
。

　
　
　

業
務
の
改
善
を
勧

告
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
実
施
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
う
が
。

　

ご
指
摘
の
と
お
り
だ
と

思
う
の
で
、
今
後
十
分
注

意
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

指
定
管
理
者
の
選

定
の
方
法
は
。

　

「
棚
倉
町
公
の
施
設
の

指
定
管
理
者
の
指
定
の
手

続
等
に
関
す
る
条
例
」
に

基
づ
き
、
公
募
に
よ
ら
な

い
選
定
を
し
た
。

　
　
　

施
設
の
有
効
か
つ

有
益
な
運
営
を
図
る
た
め

公
募
方
式
を
採
用
す
べ
き

質 

問
質 
問

質 

問
質 

問

だ
と
思
う
が
。

　

施
設
が
老
朽
化
し
て
い

る
た
め
、
従
来
の
方
式
で

や
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。

　
　
　

地
方
自
治
法
第
二

四
三
条
の
三
第
二
項
の
規

定
内
容
は
。

　

毎
事
業
年
度
、
経
営
状

況
を
説
明
す
る
書
類
を
作

成
し
、
議
会
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

　
　
　

施
行
令
第
一
七
三

条
第
一
項
に
経
営
状
況
を

説
明
す
る
書
類
と
は
、
毎

事
業
年
度
の
計
画
と
決
算

に
関
す
る
書
類
と
規
定
さ

れ
て
い
る
が
、
計
画
の
提

出
は
あ
っ
た
の
か
。

　

計
画
な
ど
に
つ
い
て
も

次
回
か
ら
提
出
す
る
こ
と

に
な
る
。

⑴
改
良
工
事
の
工
期
並
び

に
内
容
は
。

⑵
バ
イ
パ
ス
路
線
の
対
応

は
。

⑴
工
期
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
五
年
度
か
ら
三

カ
年
間
、
下
馬
橋
地
内

か
ら
工
事
に
着
手
の
予

定
。
内
容
は
、
八
槻
字

下
馬
橋
地
内
か
ら
八
槻

字
大
宮
地
内
で
計
画
延

長
六
六
二
・
五
㍍
、
計

画
幅
員
一
〇
・
七
五
㍍

こ
の
内
歩
道
幅
員
二
・

五
㍍
で
国
道
西
側
に
設

置
す
る
計
画
で
あ
る
。

⑵
福
島
県
に
お
い
て
は
、

八
槻
地
内
の
バ
イ
パ
ス

計
画
は
な
い
と
の
こ
と
。

　
　
　

町
道
寺
山
八
槻
線

の
幅
員
改
良
事
業
の
工
事

予
定
が
あ
る
の
か
。

　

改
良
す
る
計
画
は
持
っ

て
い
な
い
。

　
　
　

町
道
寺
山
八
槻
線

を
県
道
へ
昇
格
す
る
要
望

や
陳
情
は
行
っ
て
い
る
か
。

　

今
後
住
民
な
ど
の
要
望

が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

ルネサンス棚倉（パルテノン）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
商
工
農
林
課
長
）

 

答
弁（
商
工
農
林
課
長
）

 

答
弁（
商
工
農
林
課
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
建
設
課
長
）

問答

米
の
全
袋
検
査
と
今
後
の
課
題
は

十
五
万
七
千
袋
検
査
済
み
。
集
荷
体
制
の
強

化
や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
と
全
量
・
全
袋
検
査
の

同
時
進
行
の
廃
止
な
ど
が
検
討
課
題
で
あ
る

【
そ
の
他
の
質
問
】

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

質 

問
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問答

自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
導
入
は

慎
重
に
判
断
し
た
い

復旧工事が進む寺山堰

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

佐川  裕一  議員

問

答

農業施設の改修及び復旧状況は

７～８割程度が完了済み

⑴
震
災
や
台
風
に
よ
る
農

業
施
設
の
損
害
の
規
模

と
補
修
状
況
は
。

⑵
水
路
や
頭
首
工
な
ど
の

農
業
施
設
で
老
朽
化
に

よ
り
補
修
の
必
要
な
箇

所
は
。

⑶
改
修
に
よ
る
受
益
者
負

担
は
。

⑷
老
朽
化
し
た
農
業
施
設

は
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

⑴
補
修
状
況
に
つ
い
て
は

全
体
の
七
〜
八
割
程
度

が
完
了
済
み
。
残
り
に

つ
い
て
も
平
成
二
十
五

年
二
月
末
日
が
工
期
と

な
っ
て
い
る
。

⑵
水
利
施
設
で
は
、
頭
首

工
が
三
十
九
カ
所
、
た

め
池
が
十
二
カ
所
、
自

然
取
り
入
れ
樋
管
が
二

　

十
五
カ
所
、
揚
水
機
が

四
カ
所
で
合
計
八
十
カ

所
。

⑶
国
・
県
の
補
助
事
業
採

択
を
優
先
に
検
討
し
、

な
る
べ
く
受
益
者
負
担

の
少
な
い
有
利
な
補
助

事
業
を
要
望
し
、
採
択

を
受
け
て
事
業
の
実
施

を
し
て
い
き
た
い
。

⑷
土
地
改
良
区
な
ど
の
関

係
者
の
意
見
や
要
望
を

受
け
な
が
ら
、
優
先
順

位
や
事
業
実
施
主
体
を

決
め
て
、
調
査
事
業
な

ど
を
国
・
県
へ
要
望
し

さ
ら
に
は
町
の
振
興
計

画
に
計
上
し
、
年
次
計

画
を
策
定
し
、
改
修
事

業
を
計
画
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

農
業
従
事
者
を
増

や
す
た
め
に
考
え
て
い
る

こ
と
は
あ
る
の
か
。

　

国
の
制
度
の
人
・
農
地

プ
ラ
ン
を
取
り
入
れ
て
、

あ
る
程
度
集
落
単
位
で
計

画
や
自
立
の
農
村
を
つ
く

っ
て
い
く
方
策
も
一
つ
の

手
だ
て
と
考
え
て
い
る
。

⑴
平
成
二
十
四
年
度
十
一

月
末
現
在
に
お
け
る
入

札
に
よ
り
、
町
が
発
注

し
た
公
共
事
業
と
、
町

に
納
入
さ
れ
た
物
品
の

購
入
の
件
数
及
び
金
額

の
合
計
は
。

　

ま
た
そ
の
内
、
町
内
事

業
者
の
受
注
件
数
と
受

注
額
の
合
計
は
。

　

さ
ら
に
町
内
事
業
者
の

全
体
に
占
め
る
割
合
は
。

⑵
入
札
で
町
内
事
業
者
に

対
し
特
に
配
慮
を
し
て

い
る
こ
と
は
。

⑴
平
成
二
十
四
年
度
十
一

月
末
ま
で
に
発
注
し
た

　

公
共
事
業
に
つ
い
て
は

件
数
で
九
十
二
件
、
請

　

負
金
額
は
十
九
億
五
千

九
十
二
万
千
円
。
こ
の

内
町
内
事
業
者
が
落
札

し
た
件
数
は
七
十
四
件

金
額
は
十
六
億
九
千
七

百
六
十
一
万
千
円
。

　

物
品
に
つ
い
て
は
件
数

　

で
二
百
九
十
一
件
、
金

　

額
は
二
千
三
百
八
十
九

万
六
千
円
。
こ
の
内
町

内
事
業
者
が
落
札
し
た

件
数
は
二
百
八
十
八
件

金
額
は
千
五
百
九
十
三

万
九
千
円
。

　

平
成
二
十
三
年
度
か
ら

平
成
二
十
四
年
度
十
一

月
末
ま
で
の
期
間
で
町

内
事
業
者
が
落
札
業
者

全
体
に
占
め
る
割
合
は

件
数
で
九
二
・
九
八
％

金
額
は
七
二
・
二
八
％
。

⑵
現
在
町
が
発
注
す
る
五

千
万
円
未
満
の
土
木
舗

装
工
事
請
負
な
ど
に
つ

い
て
は
、
町
内
事
業
者

全
十
社
を
ラ
ン
ク
に
応

じ
指
名
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
設
計
調
査
・
業

務
委
託
、
物
品
の
購
入

に
つ
い
て
も
可
能
な
限

り
町
内
事
業
者
を
優
先

に
指
名
し
て
い
る
。

※
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド

　

地
方
自
治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
移
し
、

複
数
の
市
町
村
が
シ
ス
テ
ム
を
共
同
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
。

　

ま
た
、
そ
の
環
境
を
つ
く
る
取
り
組
み
。

質 

問

質 

問

質 

問
問答

公
共
事
業
や
物
品
納
入
に
お
け
る
町
内
事
業
者
へ
の
対
応
は

町
内
事
業
者
を
優
先
し
て
指
名

【
そ
の
他
の
質
問
】

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 
答
弁（
商
工
農
林
課
長
）

※
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

藤田  智之  議員

問

答

町民プールの今後は

次の振興計画の中で検討していく

　
　
　

町
民
プ
ー
ル
の
取

り
壊
し
が
予
定
さ
れ
て
い

る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

な
る
か
。
廃
止
す
る
場
合

対
応
策
は
あ
る
か
。
こ
れ

ま
で
の
年
間
の
利
用
者
や

維
持
費
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
プ
ー

ル
の
利
用
は
検
討
で
き
な

い
か
。

　

平
成
二
十
五
年
度
解
体

の
予
定
で
、
今
後
に
つ
い

て
は
新
た
な
振
興
計
画
の

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
二
十
二
年
度
で
三

千
七
百
九
十
五
人
が
利
用

し
、
維
持
費
は
約
四
百
六

十
一
万
円
か
か
っ
て
お
り

一
人
あ
た
り
で
は
千
二
百

十
七
円
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉
の
プ

ー
ル
は
、
株
式
会
社
の
経

営
な
の
で
答
弁
は
差
し
控

え
た
い
が
、
従
来
よ
り
町

民
割
引
の
二
割
引
き
で
利

用
で
き
る
。（
大
人
八
百
四

十
円
、子
供
四
百
二
十
円
）

　
　
　

町
民
プ
ー
ル
に
対

し
て
前
向
き
な
計
画
を
お

願
い
し
た
い
が
、
ど
の
く

ら
い
の
料
金
が
適
正
と
考

え
る
か
。

　

新
た
な
計
画
に
つ
い
て

は
答
え
ら
れ
な
い
が
、
こ

れ
ま
で
は
小
・
中
学
生
で

三
十
円
だ
っ
た
。

　
　
　

他
地
域
と
の
交
流

を
町
づ
く
り
に
生
か
し
て

は
ど
う
か
。
新
た
な
交
流

先
の
検
討
や
文
化
交
流
以

外
に
も
取
り
組
ん
で
は
ど

う
か
。

　

新
た
な
交
流
先
を
改
め

て
探
し
て
は
い
な
い
が
、

今
後
様
々
な
活
動
の
中
で

交
流
が
深
ま
る
こ
と
が
あ

れ
ば
考
え
た
い
。
近
隣
町

村
と
は
消
防
相
互
応
援
協

定
、
川
越
市
と
は
大
規
模

災
害
時
の
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

　

具
体
的
な
事
業
ご
と
に

相
互
の
目
的
が
一
致
し
、

協
力
が
で
き
る
よ
う
な
自

治
体
が
あ
れ
ば
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

　
　
　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

施
設
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
、
改
修
時
ま
で
の
利
用

者
数
や
一
人
あ
た
り
の
費

用
は
。

　

改
修
費
用
と
利
用
促
進

の
取
り
組
み
は
。
そ
の
他

の
施
設
も
含
め
て
、
町
と

し
て
利
用
者
数
な
ど
の
目

標
を
設
定
し
て
い
る
か
。

　

十
三
年
間
で
三
万
二
千

百
十
四
人
が
利
用
し
、
一

人
あ
た
り
の
費
用
は
約
五

千
円
だ
っ
た
。

　

改
修
で
は
、
平
成
二
十

一
年
に
千
百
七
十
六
万
円

で
デ
ジ
タ
ル
ド
ー
ム
投
影

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。

県
民
の
日
や
公
民
館
事
業

で
の
無
料
上
映
会
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
利
用
者
数

の
目
標
な
ど
は
設
定
し
て

い
な
い
が
、
利
便
性
の
向

上
に
は
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　

図
書
館
な
ど
も
含

め
て
、
祭
日
は
開
館
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
施

設
に
つ
い
て
も
、
今
の
時

代
ど
の
よ
う
な
も
の
が
最

適
な
の
か
検
討
し
た
い
。

問答

改
修
時
ま
で
の
一
人
あ
た
り
の
費
用
は

十
三
年
間
で
利
用
者
一
人
あ
た
り
約
五
千
円

取り壊しの決まった町民プール

有効活用が望まれるプラネタリウム

問答

他
地
域
と
の
交
流
を
町
づ
く
り
に
生
か
し
て
は

目
的
が
一
致
し
協
力
で
き
る
自
治
体
が
あ
れ
ば
考
え
た
い

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
教
育
長
）

 

答
弁（
生
涯
学
習
課
長
）

 

答
弁（
生
涯
学
習
課
長
）

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問



平成24年12月定例会議会だより　⑻

町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

大椙  　守  議員

問

答

歴史資料館を造るべき

長期的な町づくりの中で検討

　
　
　

「
城
下
町
た
な
ぐ

ら
」
の
歴
史
の
検
証
に
つ

い
て
。

⑴
歴
史
資
料
館
を
造
る
べ

き
と
考
え
る
が
、
町
は

ど
の
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
の
か
。

⑵
歴
史
的
な
資
料
な
ど
は

ど
こ
に
保
管
し
て
い
る

の
か
。

⑶
そ
の
保
存
の
状
況
は
ど

う
か
。

⑷
棚
倉
藩
と
か
か
わ
り
の

あ
る
所
と
交
流
を
し
て

み
て
は
。

⑴
社
会
教
育
複
合
施
設
の

整
備
計
画
の
中
で
歴
史

資
料
館
が
検
討
さ
れ
て

き
た
が
、
収
蔵
庫
や
展

示
室
の
整
備
に
多
額
の

整
備
費
が
必
要
に
な
り

財
源
確
保
が
難
し
い
こ

と
か
ら
、
計
画
か
ら
外

し
た
。
歴
史
資
料
館
の

　

建
設
計
画
は
、
長
期
的

な
町
づ
く
り
の
中
で
、

引
き
続
き
検
討
す
る
。

⑵
民
族
資
料
と
考
古
資
料

を
、
旧
福
島
県
農
業
改

良
普
及
所
敷
地
内
の
倉

庫
及
び
旧
土
地
改
良
区

事
務
所
が
入
っ
て
い
た

建
物
に
保
管
し
、
古
文

書
な
ど
は
、
町
文
化
セ

ン
タ
ー
に
保
管
し
て
い

る
。

⑶
民
族
資
料
及
び
考
古
資

料
を
倉
庫
や
建
物
内
に

保
管
し
て
い
る
の
で
適

切
に
保
存
さ
れ
て
い
る
。

古
文
書
な
ど
は
、
茶
箱

に
入
れ
て
保
管
し
て
い

る
。

⑷
埼
玉
県
川
越
市
と
は
友

好
都
市
と
し
て
交
流
を

続
け
、
島
根
県
浜
田
市

と
佐
賀
県
唐
津
市
に
つ

い
て
は
、
文
化
財
関
係

の
情
報
や
図
書
の
交
換

な
ど
の
交
流
を
行
っ
て

い
る
。

　
　
　
「
ふ
く
し
ま
駅
伝
」

の
考
え
方
に
つ
い
て
。

⑴
町
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
き
た
か
。

⑵
今
後
の
強
化
策
及
び
施

設
の
整
備
は
。

⑶
選
手
の
確
保
は
ど
う
し

て
い
く
の
か
。

⑴
棚
倉
町
体
育
協
会
が
主

体
と
な
り
棚
倉
町
実
行

委
員
会
を
設
立
し
、
応

援
協
力
体
制
を
整
え
て

臨
ん
で
い
る
。
町
と
し

て
は
、
実
行
委
員
に
担

当
課
職
員
を
張
り
付
け

事
務
に
つ
い
て
は
職
員

が
対
応
す
る
体
制
を
つ

く
り
、
経
費
に
つ
い
て

は
、
補
助
金
と
し
て
実

行
委
員
会
に
交
付
し
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。

⑵
中
学
生
主
体
で
は
な
く

い
か
に
幅
広
い
選
手
層

を
確
保
で
き
る
か
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
誰
で
も

す
ぐ
に
参
加
で
き
る
ス

ポ
ー
ツ
で
は
な
く
、
常

に
走
っ
て
い
る
方
々
の

参
加
が
な
け
れ
ば
難
し

　

い
現
実
で
あ
る
の
で
、

即
効
性
の
あ
る
強
化
策

は
難
し
い
状
況
。
新
た

に
施
設
の
整
備
は
考
え

て
い
な
い
。

⑶
棚
倉
中
学
校
や
近
隣
高

校
へ
選
手
の
募
集
を
行

い
、
さ
ら
に
広
報
た
な

ぐ
ら
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
前
回
の
参
加
選

手
に
参
加
意
向
な
ど
を

確
認
し
な
が
ら
確
保
し

て
い
き
た
い
。

問答

ふ
く
し
ま
駅
伝
の
選
手
の
強
化
策
は

即
効
性
の
あ
る
強
化
策
は
難
し
い
状
況

棚倉町選手団結団式

 

答
弁（
教
育
長
）

 

答
弁（
教
育
長
）
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問

質 

問
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

問

答

ルネサンス棚倉への町長の
監督権行使を問う

施設の整備を進め利用しやすい体系を
続けたい

問答

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

森
林
環
境
交
付
金
事
業
の
補
助
対
象
事
業

の
拡
大
や
、
対
象
地
区
の
拡
大
を
要
望
し

て
い
き
た
い

問答

放
射
能
除
染
対
策
を
問
う

戸
中
地
区
と
高
野
小
学
校
か
ら
実
施

問答

企
業
誘
致
の
実
践
状
況
を
問
う

東
洋
シ
ャ
フ
ト
は
約
束
ど
お
り
進
出
す
る

こ
と
に
な
って
い
る

除染作業が開始された高野小学校

鈴木  政夫  議員
　
　
　

二
十
二
年
前
に
第

三
セ
ク
タ
ー
に
管
理
委
託

し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
ル
ネ

サ
ン
ス
棚
倉
は
、
今
日
ま

で
三
億
千
万
円
の
累
積
赤

字
を
か
か
え
、
さ
ら
に
、

一
昨
年
六
月
議
会
で
二
億

二
千
万
円
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
し
た
。
当
時
の

藤
田
町
長
は
、
「
銀
行
か

ら
確
実
に
資
金
調
達
が
で

き
る
よ
う
町
が
損
失
補
償

を
行
う
こ
と
が
必
要
に
な

っ
た
」
と
説
明
し
た
が
、

私
は
こ
れ
ま
で
の
経
営
努

力
が
な
っ
て
い
な
い
と
し

て
反
対
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で

良
い
は
ず
は
な
い
。
新
町

長
も
町
民
が
喜
ん
で
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と

述
べ
て
い
る
の
で
、
次
の

三
点
に
つ
い
て
見
解
を
求

め
た
い
。

⑴
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
改
修
計

画
。

⑵
入
浴
優
待
券
と
送
迎
サ

ー
ビ
ス
。

⑶
指
定
管
理
者
制
度
の
活

用
。

⑴
ク
ア
ハ
ウ
ス
の
現
時
点

で
の
改
修
計
画
は
、
う

た
せ
湯
の
設
備
撤
去
と

循
環
ポ
ン
プ
系
統
の
配

管
工
事
な
ど
で
あ
る
。

⑵
入
浴
優
待
券
や
送
迎
サ

ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

株
式
会
社
ル
ネ
サ
ン
ス

棚
倉
の
業
務
な
の
で
答

弁
は
控
え
る
。

⑶
指
定
管
理
者
の
指
定
は

平
成
二
十
三
年
三
月
議

会
で
議
決
し
、
平
成
二

　

十
八
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
管
理
を
行
わ
せ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

⑴
東
洋
シ
ャ
フ
ト
は
約
束
ど

お
り
来
る
の
か
ど
う
か
。

⑵
企
業
誘
致
活
動
は
町
と

し
て
日
常
的
に
ど
の
よ

う
な
形
で
や
ら
れ
て
い

る
の
か
。
町
と
し
て
全

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
は
難
し
い

問
題
だ
か
ら
こ
そ
町
を

挙
げ
て
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

⑴
東
洋
シ
ャ
フ
ト
は
十
月

末
に
建
築
確
認
申
請
書

を
提
出
し
、
年
内
に
確

認
済
証
の
交
付
が
あ
り

十
二
月
三
日
に
福
島
県

産
業
復
興
企
業
立
地
補

助
金
の
指
定
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
十
二
月
十

九
日
に
正
式
に
発
表
す

る
と
の
こ
と
。

⑵
企
業
誘
致
活
動
は
、
町

内
企
業
訪
問
に
よ
る
情

報
交
換
な
ど
に
努
め
て

い
る
。

　
　
　

町
内
の
除
染
作
業

は
、
い
つ
ど
こ
か
ら
始
め

る
予
定
な
の
か
。
ま
た
、

仮
置
場
の
設
置
は
関
係
住

民
の
理
解
と
合
意
が
必
要

と
思
う
が
、
久
慈
川
の
上

流
に
仮
置
場
を
造
る
こ
と

に
大
き
な
不
安
が
あ
る
。

　

町
の
放
射
能
除
染
実
施

計
画
と
し
て
、
今
年
度
は

戸
中
地
区
と
高
野
小
学
校

を
実
施
す
る
。
仮
置
場
の

設
置
は
戸
中
地
区
の
説
明

会
で
同
意
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
高
内
地
区
の
国
有

林
内
と
大
森
地
区
の
国
有

林
内
に
そ
れ
ぞ
れ
一
カ
所

ず
つ
設
置
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

質 

問

質 
問

質 

問

【
そ
の
他
の
質
問
】

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

近藤  正光  議員

問

答

町道の管理を問う

道路パトロールの強化を図り
維持管理に努める

　
　
　

町
道
に
立
ち
木
の

枝
が
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
さ

ら
に
は
そ
の
枝
の
下
を
電

線
な
ど
が
通
っ
て
い
る
箇

所
が
数
多
く
あ
り
危
険
な

状
況
に
あ
る
。

　

ま
た
、
歩
道
に
ご
み
を

出
し
て
い
る
所
が
数
多
く

あ
り
、
児
童
・
生
徒
の
朝

の
通
学
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
。
そ
こ
で
次
の
内
容

に
つ
い
て
ど
う
対
応
す
る

の
か
。

⑴
町
道
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ

て
い
る
立
ち
木
は
。

⑵
歩
道
へ
の
ご
み
の
出
し

方
は
。

⑴
交
通
に
支
障
と
な
る
立

ち
木
、
枝
、
倒
木
は
、

伐
採
や
剪
定
を
行
い
な

が
ら
維
持
管
理
に
努
め

て
い
る
が
、
今
後
も
道

路
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化

を
図
る
。

⑵
現
場
状
況
を
確
認
し
な

が
ら
、
関
係
者
に
指
導

す
る
。

　
　
　

緊
急
時
に
備
え
、

当
初
予
算
で
県
の
よ
う
に

伐
採
費
用
な
ど
を
計
上
す

べ
き
と
思
う
が
。

　

道
路
維
持
補
修
費
と
し

て
、
若
干
の
費
用
を
計
上
。

　
　
　

歩
道
の
中
央
に
ご

み
袋
を
山
の
よ
う
に
出
し

て
い
る
行
政
区
が
あ
る
が

歩
道
と
は
ど
ん
な
所
か
。

　

歩
道
と
は
人
が
歩
く
所
。

過
日
行
わ
れ
た
行
政
区
長

会
の
中
で
も
歩
道
に
お
け

る
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い

て
指
導
を
お
願
い
し
た
。

今
後
は
、
随
時
現
場
を
確

認
し
指
導
し
て
い
き
た
い
。

⑴
残
地
七
区
画
の
販
売
促

進
の
手
だ
て
は
。

⑵
残
地
周
辺
の
環
境
美
化

は
。

⑴
関
係
各
課
と
協
議
し
な

が
ら
、
販
売
促
進
に
努

め
て
い
く
。

⑵
毎
年
三
回
程
度
の
草
刈

り
と
全
町
ク
リ
ー
ン
ア

ッ
プ
作
戦
で
地
域
の
方

　

々
で
で
き
る
と
こ
ろ
を

実
施
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　

販
売
促
進
に
向
け

常
に
残
地
周
辺
を
き
れ
い

に
し
て
お
く
と
共
に
、
土

地
の
価
格
基
準
の
緩
和
な

ど
を
検
討
し
て
、
町
の
方

針
を
定
め
土
地
を
購
入
し

た
方
々
と
説
明
会
を
実
施

し
て
は
ど
う
か
。

　

購
入
さ
れ
た
方
々
に
も

当
然
説
明
は
必
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
う
の
で
、
関

係
者
と
協
議
を
し
、
対
応

し
た
い
。

問答

日
向
前
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
管
理
を
問
う

関
係
各
課
と
協
議
し
な
が
ら
販
売
促
進
に

努
め
て
い
く

町道風呂ケ沢堤線

町道に草木が繁茂する法面（日向前ニュータウン地内）

歩道に出されているごみ袋

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問
 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
建
設
課
長
）

 

答
弁（
住
民
課
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
建
設
課
長
）
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町
の
考
え
を
問
う

一
般
質
問

須藤  俊一  議員

問

答

棚倉幼稚園改築工事が大幅に遅れた
責任の所在は

発注者、受注者どちらの責めにも
あたらない

　
　
　

公
共
工
事
に
つ
い

て
。

⑴
棚
倉
幼
稚
園
改
築
工
事

の
杭
工
事
及
び
工
期
が

大
幅
に
遅
れ
た
責
任
の

所
在
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。

⑵
棚
倉
町
社
会
教
育
複
合

施
設
建
築
工
事
の
最
終

的
に
決
定
し
た
補
助
金

は
い
く
ら
か
。

⑶
棚
倉
町
総
合
体
育
館
耐

震
補
強
工
事
の
現
在
の

計
画
状
況
、
新
築
し
た

場
合
の
価
格
、
工
事
中

の
代
替
施
設
は
ど
う
す

る
の
か
。

　

ま
た
、
工
事
中
、
工
事

後
に
、
ル
ネ
サ
ン
ス
棚

倉
に
与
え
る
影
響
は
ど

の
様
に
考
え
る
か
。

　
⑴
工
期
の
延
長
は
、
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
箇
所
以
外

の
地
形
や
地
質
条
件
の

違
い
、
さ
ら
に
は
想
定

外
の
変
更
に
対
応
で
き

る
標
準
工
期
で
発
注
で

き
な
か
っ
た
。

⑵
防
災
拠
点
支
援
事
業
補

助
金
の
、
五
千
五
百
三

十
六
万
六
千
円
で
あ
る
。

⑶
平
成
二
十
五
年
三
月
着

工
、
平
成
二
十
六
年
三

月
竣
工
予
定
。

　

新
築
し
た
場
合
の
価
格

は
、
他
自
治
体
の
同
規

模
体
育
館
で
約
十
九
億

七
千
万
円
。
工
事
中
の

代
替
施
設
は
、
町
内
の

小
・
中
学
校
に
協
力
を

要
請
し
て
い
る
。
ル
ネ

サ
ン
ス
棚
倉
の
利
用
者

に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

与
え
る
と
考
え
る
。

⑴
責
任
の
所
在
は
、
現
場

に
入
っ
て
土
の
中
の
見
え

な
い
箇
所
で
の
工
事
に
よ

る
工
期
延
長
な
の
で
、
発

注
者
、
受
注
者
ど
ち
ら
の

責
め
に
も
あ
た
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　
⑴
棚
倉
幼
稚
園
改
築
工
事

の
反
省
す
べ
き
点
は
。

⑵
杭
の
本
数
三
百
六
十
三

本
と
地
盤
の
関
係
は
。

⑶
使
用
さ
れ
て
い
る
木
材

の
産
地
は
。

　
⑴
工
期
の
取
り
方
が
甘
か

っ
た
。

⑵
建
物
の
構
造
計
算
及
び

現
地
盤
の
支
持
力
を
考

慮
し
て
本
数
を
決
定
。

⑶
福
島
県
木
材
協
同
組
合

か
ら
購
入
し
、
県
産
木

材
を
使
用
し
て
い
る
。

　
　
　

今
後
、
一
級
建
築

士
な
ど
有
資
格
者
を
職
員

に
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

　

庁
舎
内
で
も
意
見
が
出

て
い
る
の
で
、
今
後
検
討

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
⑴
堀
川
ダ
ム
の
水
質
に
は

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
は
含

ま
れ
て
い
な
い
の
か
。

　

ダ
ム
周
辺
の
山
林
な
ど

の
除
染
、
ダ
ム
の
底
土

汚
染
の
国
・
県
の
対
応

は
把
握
し
て
い
る
の
か
。

⑵
検
査
し
た
米
袋
の
数
、

検
査
機
器
と
人
員
の
経

費
は
。

　
⑴
平
成
二
十
三
年
六
月
か

ら
平
成
二
十
四
年
九
月

調
査
ま
で
、
セ
シ
ウ
ム

１
３
４
及
び
１
３
７
と

も
不
検
出
。

　

山
林
を
所
有
す
る
西
郷

村
が
対
応
す
る
。
管
理

者
で
あ
る
県
で
は
、
ダ

ム
底
土
除
染
を
計
画
し

て
い
な
い
。

⑵
十
二
月
四
日
現
在
、
十

　

五
万
七
千
袋
を
検
査
済

み
。
検
査
機
器
の
費
用

は
約
四
千
七
百
万
円
、

人
件
費
は
約
千
六
百
五

　

十
万
円
。

　
　
　

堀
川
ダ
ム
の
取
水

口
の
位
置
と
湖
底
の
セ
シ

ウ
ム
の
数
値
は
。

　　

湖
底
よ
り
六
㍍
の
位
置

よ
り
取
水
。
セ
シ
ウ
ム
１

３
４
は
一
、
九
〇
〇　

、

１
３
７
は
三
、
二
〇
〇　

。

　
　
　

平
成
二
十
三
年
度

福
島
県
産
米
で
、
放
射
能

に
汚
染
さ
れ
隔
離
さ
れ
た

米
は
何
万
ト
ン
か
。

　　

隔
離
特
別
対
策
事
業
で

隔
離
さ
れ
た
米
は
二
万　

。

問答

原
発
事
故
に
よ
る
安
全
・
安
心
を
問
う

堀
川
ダ
ム
周
辺
の
除
染
は
西
郷
村
が
対
応

完成間近の棚倉幼稚園

質 

問

質 

問

質 

問

質 

問
質 

問

質 
問

 

答
弁（
教
育
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
町
長
）

 

答
弁（
上
下
水
道
課
長
）

 

答
弁（
商
工
農
林
課
長
）

 

答
弁（
教
育
総
務
課
長
）

 

答
弁（
教
育
総
務
課
長
）

ベ
ク

レ
ル

ベ
ク

レ
ル

ト
　

ン
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棚倉町総合体育館耐震・ 第
８
回  

臨
時
会

　

平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
日
に

臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た

議
案
な
ど
に
つ
い
て
は
、
全
て
承
認

及
び
可
決
し
ま
し
た
。

◇
専
決
処
分
の
報
告
及
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
の
承
認

　

平
成
二
十
四
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
の
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
衆
議

院
議
員
総
選
挙
の
執
行
に
要
す
る
経

費
と
し
て
総
額
八
百
七
万
円
の
増
額

補
正
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
し
ま
し

た
。

◇
農
地
等
災
害
復
旧
工
事

　
　
　

（
寺
山
第
一
）
請
負

　
　
　
　
　
　
　

変
更
契
約
締
結

　

寺
山
堰
の
災
害
復
旧
工
事
に
つ
い

て
、
台
風
な
ど
に
よ
り
河
床
部
が
洗

掘
さ
れ
河
床
が
下
が
っ
て
し
ま
っ
た

た
め
、
河
床
の
高
さ
と
強
度
を
確
保

す
る
追
加
工
事
の
請
負
契
約
の
変
更

に
つ
い
て
、
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

◎
変
更
後
の
契
約
金
額

　
　
　

８
，４
１
６
万
２
，７
５
０
円

第
８
回  

臨
時
会

議 員 の 研 修 会 等 報 告議 員 の 研 修 会 等 報 告議 員 の 研 修 会 等 報 告

　平成25年１月28日、中島村生涯学習センター「輝
ら里」で開催された研修会には11名の議員が参加し
熱心に受講しました。
＜講演内容＞
・「2013年政局展望・安倍政権の課題と参議院情勢
分析」

東西白河地方町村議会議員研修会

現　　　地　　　視　　　察

　平成24年11月20日、現在施工中の２事業を視察し、担当職員から概要の説明を受けました。

高野小学校・幼稚園耐震補強改修工事現場視察 寺山堰災害復旧工事現場視察
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議会活性化議会活性化のの取取りり組組みをみを調査調査
議会運営委員会

　

平
成
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
と
二
十
五
日
の
二

日
間
、
山
形
県
庄
内
町
と
三
川
町
で
議
会
の
活
性
化

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
議
会
基
本
条
例
の
制
定
内

容
と
、
議
会
報
告
会
・
住
民
懇
談
会
・
夜
間
議
会
の

実
施
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
七
年
七
月
に
、

余
目
町
と
立
川
町
が
合
併

し
誕
生
し
た
、
人
口
が
約

二
万
三
千
百
人
、
議
員
数

が
十
八
人
の
町
で
す
。　

　

議
会
基
本
条
例
は
、
議

会
運
営
委
員
会
が
中
心
と

な
り
、
な
ぜ
制
定
が
必
要

な
の
か
、
相
当
な
時
間
を

か
け
て
、
意
見
調
整
が
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

制
定
の
留
意
点
に
つ
い

て
は
、
身
の
丈
に
合
わ
せ

た
内
容
に
す
る
こ
と
や
、

よ
り
多
く
の
住
民
か
ら
話

し
を
聞
き
そ
の
内
容
を
条

例
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
で
あ
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

　

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

は
毎
年
一
回
決
算
議
会
終

　

人
口
約
七
千
六
百
人
、

議
員
数
が
十
人
で
、
町
土

の
七
割
が
水
田
の
町
で
す
。

　

町
内
に
は
宿
泊
研
修
施

設
「
田で

ん

田で
ん

の
宿や
ど

」
が
あ
り

オ
ー
プ
ン
時
に
、
議
員
が

本
町
の
ル
ネ
サ
ン
ス
棚
倉

を
研
修
に
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
議
会
の
果

た
す
べ
き
役
割
や
議
会
の

了
後
に
三
班
体
制
で
行
っ

て
い
ま
す
。
九
月
議
会
の

広
報
紙
を
活
用
し
、
私
見

は
述
べ
ず
、
報
告
書
も
各

班
で
作
成
し
次
回
の
開
催

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
参

加
者
か
ら
の
意
見
な
ど
の

発
言
が
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
検
討
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

参
加
委
員
の
声
と
し
て

は
議
会
基
本
条
例
の
制
定

に
よ
り
、
議
員
や
議
会
に

対
す
る
住
民
の
見
方
に
お

い
て
、
大
き
な
変
革
が
期

待
で
き
る
か
と
考
え
る
と

本
町
で
は
、
慎
重
に
対
応

す
べ
き
で
す
。

　

ま
た
、
議
会
報
告
会
で

の
町
民
と
の
意
見
交
換
は

町
政
へ
の
民
意
反
映
と
議

員
活
動
を
理
解
し
て
い
た

だ
く
有
効
な
手
段
で
あ
る

約
束
事
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
反
映
し
、
町
の
各
種

委
員
会
か
ら
議
員
を
引
き

掲
げ
、
町
内
の
団
体
役
員

に
つ
い
て
も
議
長
の
許
可

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
議
会
に
つ
い
て
は

年
一
回
、
九
月
議
会
で
行

っ
て
い
ま
す
が
、
回
を
重

ね
る
ご
と
傍
聴
者
が
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
町

の
大
き
な
問
題
で
あ
れ
ば

傍
聴
者
も
多
く
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

参
加
委
員
の
声
と
し
て

は
、
本
町
議
会
で
は
サ
ン

デ
ー
議
会
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
今
後
は
夜
間
議
会

の
実
施
に
つ
い
て
も
検
討

が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
基
本
条
例
制
定

に
よ
り
、
議
員
の
立
場
を

踏
ま
え
、
町
振
興
計
画
審

議
会
な
ど
の
町
長
諮
問
機

関
か
ら
引
き
掲
げ
て
い
る

が
、
本
町
で
は
既
に
町
長

の
諮
問
機
関
で
あ
る
各
種

委
員
会
へ
の
議
員
参
加
は

辞
退
し
て
い
る
。
再
度
、

我
々
議
員
の
仕
事
と
は
何

な
の
か
原
点
に
返
り
、
議

員
と
し
て
の
役
割
を
自
ら

き
っ
ち
り
と
果
し
て
行
く

活
動
が
重
要
な
の
で
は
な

い
か
。
議
員
活
動
が
お
ろ

そ
か
に
な
り
は
し
な
い
か
。

な
ど
の
声
も
あ
り
、
今
後

の
議
会
活
動
に
お
い
て
参

考
に
す
べ
き
と
の
こ
と
で

し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　

委
員
長　

近
藤　

悦
男

た
め
、
本
町
議
会
で
の
実

施
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

三川町議会活動を研修

庄
内
町
の
取
り
組
み

三
川
町
の
取
り
組
み
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１２月１３日の一般質問に、棚倉小学校６
年生（３クラス）が傍聴に来てくれました。
初めての見学で少し緊張していた様子で
したが熱心に傍聴していました。
感想文をいただきましたの、一部をご紹
介します。

　質問する方も答える方も、いろいろなことを調べていて詳しく丁寧にお話されて
いてすごいなと思いました。私たちの暮らしを良くするために議会ではこんなふう
に話し合いがなされているから、私たちは安心して安全に暮らせるのだなと思いま
した。町の事を熱心に考え、良くしようと努力している方々に感謝したいです。

議会の雰囲気はとても厳粛で、少し難しい言葉やわからない言葉があったけど、き
まりを決めたり、問題を解決していたんだなと思いました。議員の方々は、ぼくた
ちの代表として頑張ってくださっていたということがわかりました。

各議員さんの質問について答えるのが、すべて町長さんかと思っていたら、質疑の
内容によって答える人が違うことがわかりました。議会では町を良くするために、
たくさんのことが話し合われていてすごいと思いました。
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広
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編
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委
員  

佐
藤
　
喜
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委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

鈴
木
　
政
夫

⻆
田
　
悦
男

佐
藤
　
喜
一

大
椙
　
　
守

近
藤
　
悦
男

　
団
子
さ
し
は
、
小
正
月
の

行
事
で
す
。
ミ
ズ
キ
の
枝
に

団
子
を
さ
し
て
花
が
咲
い
た

よ
う
に
し
、
豊
作
や
家
内
安

全
を
祈
願
す
る
行
事
と
言
わ

て
い
ま
す
。
明
治
以
降
、
色

と
り
ど
り
の
団
子
を
さ
す
よ

う
に
な
り
、
商
売
繁
盛
の
祈

願
か
ら
お
礼
や
お
金
な
ど
を

さ
げ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
政
権
も
変
わ
り
、
今
年
こ

そ
は
景
気
が
良
く
な
る
よ
う

団
子
さ
し
に
願
い
を
込
め
て

ま
す
。

3月定例議会日程のお知らせ（予定）

※正式日程は、３月上旬開催予定の議会運営委員会で協議されます。

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

み
ま
せ
ん
か

議
会
を
傍
聴
し
て

　
　

み
ま
せ
ん
か

定）

す。

み
ま
せ
ん
か

会
を
傍
聴

て

傍

議
会会
を
傍
聴

て
ん

み
ま
せ
ん
か

ま
み

せ
ん
か

　

議
会
傍
聴
は
、
町
政
を
知

る
よ
い
機
会
で
す
。

　

町
の
施
策
や
議
会
の
活
動

に
つ
い
て
、
あ
な
た
の
目
や

耳
で
確
か
め
、
町
政
に
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

　

傍
聴
の
手
続
き
は
、
役
場

庁
舎
３
階
の
傍
聴
席
入
口
で

住
所
と
名
前
を
書
く
だ
け
で

ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
。

３月８日㈮
３月９日㈯
３月10日㈰
３月11日㈪
３月12日㈫
３月13日㈬

開会・本会議

休会

本会議・委員会
一般質問
休会

3月14日㈭
3月15日㈮
3月16日㈯
3月17日㈰
3月18日㈪

予算特別委員会

休会

本会議・閉会
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